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第７１回卒業証書授与式挙行
３月１３日（火）に、卒業証書授与式が行われ、卒業生１４７名がここ一中を巣立ってい

きました。厳粛なうちにも、学校創立７０周年記念式典で披露した「明日へのメッセージ」

をはじめ、心温まる合唱で送ることができました。

【校長式辞（抄）】

さて、卒業生の皆さんにとって、一中での３年間は、

どんな中学校生活であったでしょうか。「赤毛のアン」

の翻訳で有名な村岡花子さんの実話を元にした「花子と

アン」が、数年前に朝の連続テレビ小説で放映されまし

たが、私には忘れられないシーンがあります。主人公の

安藤はなさんが通っていた女学校の卒業式で、カナダ人

のブラックバーン校長が、次のように式辞を述べていま

す。「私の愛する生徒たちよ、我と共に老いよ。最上なるものは、なお後に来たる。今から

何十年か後に、あなた方がこの学生生活を思い出して、あの時代が一番幸せだった、楽しか

ったと心の底から感じるのなら、私はこの学校の教育が失敗だったと言わなければなりませ

ん。人生は進歩です。若い時代は準備の時であり、最上なるものは過去にあるのではなく、

未来にあります。」

皆さんは、この一中で、楽しい思い出を、たくさんたくさん作ることができたことでしょ

う。実に素晴らしいことだと思います。しかし、皆さんにとって最上のものは、まだまだ先

にあります。今後、世の中の進展はますます加速していきます。それに伴い、私たちを含め、

誰しもが壁にぶつかりながら生きていくことになります。もしかしたら、世の中の急速な変

化を考えると、私たち大人さえ、高校生や若者だった頃に経験したことのないとてつもなく

高い壁が、皆さんの前に立ちはだかるかもしれません。

しかし、大丈夫です。皆さんはこの一中での３年間で、困難に立ち向かうだけの力を培っ

てきました。親や家族を愛し、友を敬い、ここで培った「一中頑張りの精神」を誇りに、自

分を愛する心を失わず、一歩踏み出す勇気をもって、「本気」になって立ち向かえば、どん

な壁でも、必ずや乗り越えられるものと確信しています。それが、一人一人の最上なるもの

をつかみ取るための礎となるのです。力強く将来を切り拓いていってほしいと願っています。

みずみずしい感性をもち、希望にあふれる君たちの前途に、幸多からんことをお祈りします。

【送辞（抄） ２年 佐藤 友浩】

「前進～７０年の歴史とともに～」のテーマのもと、歩みを

進めてきたこの１年。いつも僕たちを先導してくださった皆さ

んとともに７１年目の一歩を歩めたことを誇りに思います。ま

だまだ先輩方には及びませんが、自分たちなりに第一中学校の

伝統という名のバトンを引き継いでいきます。

明日からは、皆さんが選んだ道をそれぞれが進んでいくこと

になります。第一中学校で過ごしたかけがえのない３年間を胸に、輝かしい未来へと大きく

羽ばたき、前進し続けることを心からお祈りし、送辞といたします。



【答辞（抄） ３年 小屋敷 茉恵】

授業や部活動、様々な場面で熱心に、また、辛抱強く私た

ちを導いてくださった先生方、たくさんご迷惑をかけた私た

ちでしたが、信じ続けてくださってありがとうございました。

今まで私たちについてきてくれた後輩の皆さん、皆さんがい

たからこそ、私たちは頑張り続けることができました。一中

を支え続け、私たちを温かく見守ってくださった地域の皆様、

３年間支えてくださったおかげで、安心して中学校生活を送ることができました。１５年間

私たちを育ててくれたお父さん、お母さん、心から感謝しています。これからもたくさん迷

惑をかけると思いますが、その分、自慢できる人になれるよう精進していきます。そして、

３年生のみんな、このメンバーだったからこそ、壁を乗り越えることができましたね。毎日

楽しく笑い合い、そして一中を大好きになることができました。

これから私たちは一人一人それぞれの道を歩んでいきます。しかし、この第一中学校で過

ごした時間は変わりません。仲間を信じて、自分を信じて前進していきます。
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地域の住民や保護者と一緒になって学校運営を進めていくために設けられた地域学校連携

協議会が開かれました。今年度最後となる今回は、学校評価や学校支援プロジェクトの活動

などが報告され、委員の皆様から以下のような御意見をいただきました。今後の学校運営に

大いに参考とさせていただきます。

【学校運営】

※学校支援プロジェクトについては、良い活動なので、縮小しないで是非継続してほしい。

○図書室がこの１０年間できれいになった。多い生徒は年間１３０冊の本を借りている。

○情報発信の「ブルースカイ」は友人からも見たよといわれる。継続を。

●アンケートの結果で、良い＋どちらかといえば良い、が８０％以下の項目は、アップす

るように努力するべき。（本紙第１４号でお知らせした項目です）

●校外の巡回指導などは学校と一緒にできるので、その際は要請してほしい。 など

【生徒の様子】

○挨拶は概ね良い。できない生徒はいるが、立志式後良くなってきた。

○部活動が活性化されてきているのが、学校の外からも感じる。

○通学路のごみ拾いをして学校に持って行くなど、今年は良い活動が見られる。

●吹上保育園前の通りの登下校状況だが、登校時は良いが下校時になると横に広がって歩

いているので、運転していて危険を感じる。

●塾帰りだと思うが、夜９：００以降に一人で歩いている生徒を見

かける。送迎をしてもらった方が良いのでは。 など

過日は、体罰調査に御協力していただき、ありがとうござい

ました。保護者からの御意見の中には、教師の言葉が乱暴で生

徒が悲しい思いをすることがあるという内容があり、真摯に反

省しました。あくまでも「生徒の健やかな成長のため指導」を

一義として教育活動を進めていくことが大切であることを確認

しました。貴重な御意見をいただきありがとうございました。
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